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＜ゆうの家族と＞ 

ゆう：  リンダ、わたしのパパとママです。 

リンダ： はじめまして。リンダです。どうぞよろしく。 

ゆうの母： よくいらっしゃいました。 

リンダさんのうちは、アメリカのどこですか。 

リンダ： ウィスコンシン州のアップルトンです。 

ゆうの父： ウィスコンシンって、どのへん？カリフォルニアのちかく？ 

リンダ： ええと…。ウィスコンシンはカリフォルニアのちかくじゃないです。 

（地図をかく）これがアメリカ。 

ウィスコンシンはここ。アメリカのまんなかにあります。 

ゆうの父： ああ、そうですか。ありがとう。 

ゆうの母： ウィスコンシンはどんなところですか。なにがありますか。 

リンダ： とても広いです。ウィスコンシンは大きい平野にあります。 

山がぜんぜんありません。ぼくじょうがたくさんあります。 

ウィスコンシンのチーズはゆうめいですよ。 

これ、おみやげです。ウィスコンシンのチーズです。 

みなさんでめしあがってください。 

ゆうの母： わあ、ありがとうございます。おいしそうですね。 

 

＜みちの家族と＞ 

みちの母： リンダさんはきょうだいがいますか。 

リンダ： ええ、姉と弟がいます。私は 2番目です。みちさんと同じです。 

みち：  そうですね。でも、私は弟はいません。妹です。 

リンダさんの弟さんはなんさいですか 

リンダ： 弟は 14才です。中学生です。 

姉は 19才で、大学生です。 

家族の写真をもってきました。見ますか。 

みち：  わあ、見せて！ 

リンダ： これは私の父です。父は会社員で、コンピュータの仕事をしています。 

システムエンジニアです。 

みちの父： 私もエンジニアですよ。にていますね。 

私はビデオカメラを作っています。 

リンダ： そうですね。私の父もアウトドアがすきです。父はよく釣りに行きます。 

それから、これが母です。 

       母はピアノの先生です。私は母にピアノをならいました。 
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みち：  へえ！じゃあ、リンダさんはピアノが上手ですね。 

うちにもピアノがあるから、何かひいてくれませんか。 

リンダ： え、そんなに上手じゃないですけれども…。 

じゃあ、わたしの一番好きな曲をひきますね。 

 

＜ユゥジンの家族と食卓で＞ 

ユゥジンの母： リンダさん、おなかがすいたでしょう。たくさん食べてください。 

リンダ： わあ、いろいろなりょうりがありますね。たくさんおさらがありますね。 

アメリカでは、大きいおさらを使いますが、日本では小さいおさらを 

たくさん使いますね。 

ユゥジン： これは韓国の料理です。 

お母さんは韓国生まれだから、よく韓国の料理を作ります。 

リンダ： そうですか。これは何ですか。 

ユゥジンの母： それはキムチです。韓国のつけものです。 

リンダ： （キムチを食べる。からくてびっくりする） 

す、すみません、あの…水をください！ 

ユゥジンの父： キムチはからいですよ。ごはんといっしょに食べるといいですよ。 

ユゥジンの母： リンダさんは、アメリカで毎日何を食べますか。 

リンダ： ええと… 

ユゥジン： ハンバーガーをよくたべる？ 

リンダ： そうですね。あと、母はよくローストチキンを作ります。 

ユゥジンの母： リンダさんもローストチキンを作ることができますか。 

リンダ： いいえ…。でも、ピザは作れます！  

ピザはイタリアの料理ですが、アメリカでもとてもよく食べますよ。 

みなさんはピザが好きですか。 

ユゥジン： ええ、好きです。 

リンダ： じゃあ、明日、私がピザを作りましょうか。 

ユゥジンの母： 本当ですか。作ってくれますか。楽しみです！ 


